
間葉系幹細胞（MSC）をはじめ多様な培養細胞の足場材として最適です。

安全性が高く、性能のバッチ間差も少ないため、再生医療研究など幅広い用途に適しています。

フィブロネクチン, ヒト, 組換え体, 血漿/細胞性

動物由来成分不使用のコーティング剤

Cell Binding Domains

ⅢCS

Cell Binding Domains

EDB EDA ⅢCS

フィブロネクチン, ヒト, 組換え体, 血漿/細胞性の特長

EDA・EDB・ⅢCSセグメントを持つ多様なスプライシング変異体を再現。

・分子量：539 kDa

製品概要

血漿フィブロネクチン

血液中に高濃度で存在し、血液凝固や創傷治癒に関与しています。これまで、血漿由来の製品は培養細胞のコーティング剤として広く

利用されてきましたが、その原料がヒトや動物の血液由来であるため、病原体混入のリスクが懸念されていました。

フィブロネクチンは細胞外マトリックスタンパク質を構成する主要なタンパク質の一つであり、細胞の接着・移動・増殖・分化を制御します。細胞培養にお

いては、細胞が成長・定着するための足場材として重要な役割を果たしています。本製品は遺伝子組み換えカイコを用いて、ヒト感染性病原体を持た

ない安全な環境で生産した組換え型血漿フィブロネクチンおよび細胞性フィブロネクチンです。

従来品の課題

動物由来物質を含まない

高純度アガロースベース担体を用いて精製

天然型のフィブロネクチンと同等以上の

細胞接着活性を有している

No Animals

使用例

フィブロネクチン, ヒト, 組換え体, 血漿

EDA・EDBを持たず、ⅢCSセグメントを持つ変異体短鎖をホモダイマーとして発現。

・分子量：499 kDa

フィブロネクチン, ヒト, 組換え体, 細胞性

動物由来物質を含まないアガロースベース担体を用いた液体クロマトグラフィーにより、高純度の精製を実現

・エンドトキシン試験済み

・マイコプラズマ試験済み

・凍結乾燥品

・無菌試験済み

・たん白濃度：450~550μg/mL

【モジュール構造】

細胞性フィブロネクチン

細胞自身が周囲に合成し、細胞の接着や増殖を促進しますが、高純度の精製品は入手が困難でした。



関連製品

コードNo. 品名 規格 容量 希望納入価格（円）

062-07141 Laminin Solution, from EHS Tumor 細胞培養用 1 mg 34,900

062-07141
Vitronectin(20-398 aa), Human, recombinant 
Solution

生化学用 500 µg 19,000

062-07141 EHS-gel Basement Membrane Matrix 細胞培養用 5 mL 41,100

062-07141 Poly-L-Ornithine Solution (0.1mg/mL) 細胞培養用 50 mL 20,100

調製方法 

コードNo. 品名 規格 容量 希望納入価格（円）

065-07131 Fibronectin, Human, recombinant, Plasma 細胞培養用 1 mg 30,000

062-07141 Fibronectin, Human, recombinant, Cellular 細胞培養用 1 mg 50,000

製品情報

使用方法

コーティング方法（例）

26300学01

2 mLの滅菌した精製水をバイアルに加え、

室温で30分静置してください。

調製後のフィブロネクチン濃度は0.5 mg/mLです。

−20℃以下で保存する場合は、小分けして凍結融解を繰り

返さないようご注意ください。約6ヶ月の安定性があります。

保存方法

PBS(−)などで調製後の溶液を希釈し、1〜5 µg/cm²の濃度でプレートにコーティングします。

例：

6ウェルプレート（9.6 cm²/ウェル）に2.5 µg/cm²でコートする場合（24 µg/ウェル）、

12 µg/mLに希釈したフィブロネクチン溶液を2 mL添加します。

37℃で1時間インキュベート後、溶液を除去しPBS(−)で洗浄してから細胞を播種してください。
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